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２ 長期保全計画 

 

計画の策定にあたっては、 「河川用ゲー ト設備点検 ・整備 • 更新検討マニュアル 

（案） （平成20年3月国土交通省総合政策局施工企画課、河川局治水課発）」 及び 「河川

ポンプ設備点検 ・整備 • 更新検討マニュアル （案） （平成20年3月国土交通省総合政策

局施工企画課、河川局治水課発）」 に基づき、機器の健全度、設備区分のレベル、社会へ

の影響度、設置条件等を総合的に評価し、設備の信頼性と保全コス トの低減を図るための

技術的、経済的な両面から検討をおこなった。 

 

２－１ 計画的な保全に関する基本的事項 

 

(１) 計画期間 

本計画の策定にあたっては、排水機場の基本施設である主ポンプ設備の耐用年数30 年

の延命化スパンを考慮して、60 年間を計画期間とした。 

 

(２) 長寿命化計画基本方針 

計画的な点検、整備等による予防保全型の設備保全を行い、施設の長寿命化を図るこ

とにより、事業費の縮減と各年度予算の平準化に努める。 

なお、 予防保全型の設備保全を行う上では、機器の特性を考慮して、一定の経過時間

で修繕等を実施するもの （時間計画保全） と、 点検時の状態等から修繕の要否を判断

するもの （状態監視保全） を適切に区分して、効率的な対応を図るものとする。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(３) 新技術等の活用 

定期点検や補修にあたっては、ドローンやＡＩ等の新技術の活用を検討しながら、効率

化及びコスト縮減を図っていく。 












